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をする必要がありま したので， 本月 7日会長，両
副会長および第6常置委員会委員長が協議の上別
紙の「申し入れ」蓄を作成し，同月会長，両副会
長および第6常置委員会委員長が岩間文部事務次
官，細田行政管理庁長官，平井行政管理庁事務次
官に面談し，上記の 「申し入れ」の実現方につい
て要請しましたので， 乙こにど報告申 しあげま
す。
なお，以上の乙とは，本来理事会等に諮るべき
でありましたが，何分にも乙とが急を要しました
ので，理事会等l乙は事後承認を得ることとし，以
上のような措置をとりましたので，乙の点何分の
ど了承をお願いいたします。
文部大臣 官
行政管理庁長官 フ凶
（各通）
昭和49年8月7日
国立大学協会
会長林 健太郎
第3次定員削減について（申し入れ）
この度第3次定員削減に関し，文部省と行政管
理庁との聞において国立学校の定員削減ならびに
総定員法の検討および所要職員の増員等につき申
し合せが行われた由でありますが，乙れらの申し
合せのうち，特に当面する問題として， 「教官そ
の他国立学校の特殊性から，特別の配意が必要で
あると認められる職種の職員については，できる
限り，その削限負担を軽減する」という趣旨の申
し合せについては，教官 ・教務職員等はもちろん
一般事務職員についてその実態を十分検討され，
さきに当協会の要望した趣旨に添い，これら職員
につき定員削減適用除外の措置を講ずる等国立大
学の運営に支障をきたさないよう万全を期せられ
たし特段の配意を願います。
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